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〜⽬指すべき姿〜

■景観の調和︓市役所や保育所と連続したまちなみの形成、実践⼥⼦⼤学グラウンド側への視認性の配慮

■わらべ⽇野市役所東保育園との関係性︓保育園駐⾞場の⾞両の出⼊り

■⽇野市役所との連携︓⼦ども部、健康福祉部、教育委員会との連携できる居場所づくり

■⽇野市役所駐⾞場との連携︓駐⾞場利⽤者からのアクセスに配慮した動線

「すべての⼦どもの健やかな成⻑を切れ⽬なく⽀援する⼦ども・家庭・地域の⼦育て機能の総合⽀援拠点」として、円滑な⽀援を実現するための市役所との連携や保育園などの⻄側道路からの
街並みとしての景観と調和した、⾃然豊かなまち⽇野市の魅⼒を⼤切に捉え、誰もが気軽に訪れやすく、親も⼦も安⼼して過ごせる「⼼の拠り所」となる温かみのある施設を⽬指します。

■計画のポイント

■基本コンセプト
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第２種中⾼層住居専⽤地域

1,300.00㎡

60％
（準防⽕地域内で耐⽕⼜は準耐⽕建築物の場合は+10%）

敷地⾯積

⽤途地域

法建ぺい率

法容積率

防⽕地域

⾼度地区

⽇影規制

前⾯道路

その他
地域地区して

建設地

200％

第２種⾼度地区

準防⽕地域

3 / ２時間 （測定⾯︓４ｍ）

市道Ｄ-30号線︓6ｍ

■敷地条件概要

構造

階数

最⾼⾼さ

延べ⾯積

建築⾯積

容積率

建ぺい率

建物名

⽤途

（仮称）⼦ども包括⽀援センター

鉄⾻造

３階

■建築計画概要

埋蔵物⽂化財包蔵地区（発掘調査の必要性あり）

東京都⽇野市神明⼀丁⽬13番地の2

■諸室概要

室名

837.50㎡

64.42％

階数

１階

13.300ｍ

1階︓事務室、2〜３階︓児童厚⽣施設

地域⽀援係

⼦ども包括⽀援センター

相談援護係

ミーティングスペース

待合スペース

ミーティングルーム

相談室１

相談室２

相談室３

ＳＳＷ
（スクールソーシャルワーカー）

⺟⼦保健係

２階

カフェ

実践⼥⼦⼤活動室

保育課

ミーティングスペース

⼦育て課

作業スペース

調乳・授乳室（給湯室）

多⽬的ＷＣ

倉庫

男⼦ＷＣ（⼦ども⽤ＷＣ共）
⼥⼦ＷＣ（⼦ども⽤ＷＣ共）

キッズコーナー

個別相談ブース

⾵除室

エントランスホール
コンシェルジュカウンター
含む

待合スペース
廊下

書庫（階段室下（⻄側））

機械室（給⽔加圧ポンプ室）
、倉庫（階段室下（東側））

2,264.14㎡

174.17％

想定
⼈数

室⾯積
（㎡）

5⼈

17⼈

9⼈

12⼈

36⼈

ー

ー

ー

ー

19⼈

36.40

60.97

99.19

28.21

23.00

80.02

80.08

20.00

10.08

10.08

ー

ー

25⼈

12⼈

34⼈

12⼈

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

22.75

22.75

15.20

6.38

44.30

18.00
20.70

6.38

29.23

ー

ー

106.45

100.56

158.79

82.80
21.00

6.30

5.92

25.36

19.78

9.60

階数 室名

廊下

調乳・授乳室

多⽬的ＷＣ

職員休憩室 男

給湯室

書庫

職員休憩室 ⼥

男⼦ＷＣ（⼦ども⽤ＷＣ共）
⼥⼦ＷＣ（⼦ども⽤ＷＣ共）

相談室５

倉庫

倉庫

職員更⾐室 男
前室

職員更⾐室 ⼥
前室

事務室

飲⾷コーナー

多⽬的ＷＣ

中⾼⽀援会議室

ＷＣ

中⾼⽀援フリースペース

書庫

リネン庫

防災倉庫

⽞関

男⼦ＷＣ（⼦ども⽤ＷＣ共）
⼥⼦ＷＣ（⼦ども⽤ＷＣ共）

⼦育てひろば

調乳・授乳室

給湯室

おむつ替え室

電気室

3階

多⽬的室

相談室４

２階

階段

屋上

想定
⼈数

室⾯積
（㎡）

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

最⼤
100⼈以下

ー

ー

ー

ーー

ーー

12.75

6.38

13.00

6.38

13.00

5.00

18.00
20.70

5.92

17.85

15.00

73.65

18.00
20.70

上記に含む

106.47

14.80

3.64

44.41

40.00

4.82

6.19

ー 12.00

13.24

22.33

41.23

6.38

ー ー

ー ー

19.00
10.75

14.25
10.75

44.40

5.52

104.93

6.11

ＰＨ階
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PS
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ミーティングスペース 作業スペース

調乳

女子WC

子どもWC

カフェ

書庫

（給湯室）

待合スペース

BM±0 市道D-30号線（第42条第1項第1号道路）
幅員6ｍ

市役所
駐車場 駐車場

保育園
（平均地盤面BM+129mm）

実践女子大グラウンド

敷地面積：1,300㎡
平均地盤面BM+130

多目的WC

子育て課（34人）
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車止めポール

管理用扉

管理用扉

下部

車椅子使用者用駐車区画

思いやり駐車区画

7

8

6

5

4

3

2

1

個別相談
ブース

セキュリティ
ライン

管理用ゲート

引戸門扉W3,000（有効W2,300）H1,300

コンクリート塀(スリット開口)

木調フェンス



S=1:200

DN

DN

UP

UP

隣
地

境
界

線

隣地境界線

隣地境界線

隣
地

境
界

線

隣
地

境
界

線

道路境界線

2

E

D

C

B

A

5431

N

B

A

B

A

C

C

3500 7800 4100 4600

20000

4600410078003500

20000

8
0
0
0

8
0
0
0

8
0
0
0

8
5
0
0

3
2
5
0
0

8
5
0
0

8
0
0
0

8
0
0
0

8
0
0
0

3
2
5
0
0

SSW（9人）

職員休憩室 女

待合スペース

展示壁

展示壁

倉庫

相談援護係（17人）

職員休憩室 男

多目的WC

廊下

母子保健係（19人）

テラス

給湯室

移動間仕切壁

移動間仕切壁

ミーティング

ミーティング

前室

前室

スペース

スペース

相談室１

相談室２

相談室３

相談室４

相談室５

女子WC

地域支援係（5人）

SK

PS

PS

PS

ミーティングルーム
（地域活動室）
（36人）

男子WC

子ども

子ども

トイレ

トイレ

倉庫

EPS

書庫

EV

職員更衣室 女

職員更衣室 男

調乳
授乳室



N

B

A

C

B

A

C

隣
地

境
界

線

隣地境界線

隣地境界線

隣
地

境
界

線

隣
地

境
界

線

道路境界線

8
5

0
0

8
0

0
0

8
0

0
0

8
0

0
0

3
2

5
0

0

3 5 0 0 7 8 0 0 4 1 0 0 4 6 0 0

2 0 0 0 0

3 5 0 0 7 8 0 0 4 1 0 0 4 6 0 0

2 0 0 0 0

8
0

0
0

8
0

0
0

8
0

0
0

8
5

0
0

3
2

5
0

0

U PD N

D N

2

E

D

C

B

A

5431

防災倉庫

移動間仕切壁

移動間仕切壁

移動間仕切壁

移動間仕切壁

P S

P S

多目的 W C

中高支援会議室

テラス

給湯室

女子 W C

S K

男子 W C

E P S

書庫

E V

多目的室

W C

P S

玄関

事務室

カウンター

リネン

ベビーカー

下足入れ

壁面掲示板

中高支援
フリースペース

おむつ
替え室

子育てひろば

調乳
授乳室

ロッカー

飲食コーナー

株式
会社
T O K U O K A  S E K K E I  L T D .
　徳岡設計 建築計画（仮称）子ども包括支援センター設計業務委託　基本設計 D - 0 5３階平面図 S = 1 : 2 0 0



S=1:200

DN

道路境界線

隣
地

境
界

線

隣地境界線

隣地境界線

隣
地

境
界

線

隣
地

境
界

線

2

E

D

C

B

A

5431

N

B

A

B

A

C

C

3500 7800 4100 4600

20000

3500 7800 4100 4600

20000

8
5
0
0

8
0
0
0

8
0
0
0

8
0
0
0

3
2
5
0
0

8
0
0
0

8
0
0
0

8
0
0
0

8
5
0
0

3
2
5
0
0

階段室

太陽光発電パネル

屋上機械置場

目隠しルーバー

電気室
（蓄電池）

非常用発電機

キュービクル

室外機置場



S=1:200

東立面図

125 4 3

1FL

3
3
0
0

3
3
0
0

3
3
0
0

▽設計GL

RSL

3FL

2FL

1
0
0

9
9
0
0

3
3
0
0

 
1
3
3
0
0

4600 4100 7800 3500

20000

北立面図

AE D C B

1FL

3
3
0
0

3
3
0
0

3
3
0
0

▽設計GL

RSL

3FL

2FL

1
0
0

9
9
0
0

3
3
0
0

 
1
3
3
0
0

8500 8000 8000 8000

32500

南立面図

A EDCB

1FL

3
3
0
0

3
3
0
0

3
3
0
0

▽設計GL

RSL

3FL

2FL

1
0
0

9
9
0
0

3
3
0
0

 
1
3
3
0
0

8000 8000 8000 8500

32500

西立面図

1 2 543

1FL

3
3
0
0

3
3
0
0

3
3
0
0

▽設計GL

RSL

3FL

2FL

1
0
0

9
9
0
0

3
3
0
0

 
1
3
3
0
0

3500 7800 4100 4600

20000

目隠しルーバー 目隠しルーバー

目隠しルーバー 目隠しルーバー

カーテンウォール

カーテンウォール

メンテナンスバルコニー

メンテナンスバルコニー

カーテンウォール

外壁：外装厚塗材E

外壁：外装厚塗材E

外壁：外装厚塗材E
押出成形セメント板

押出成形セメント板

押出成形セメント板

柱型：外装厚塗材E
柱型：外装厚塗材E

水平ルーバー



■多摩産材の利⽤検討
使⽤箇所

共⽤部活⽤例︓
１階エントランスホール、カフェ

使⽤部位

共⽤部活⽤例︓待合スペース（例︓2階） 共⽤部活⽤例︓３階⼦育てひろば、中⾼⽀援フリースペース
   

 数量 数量 使⽤部位 使⽤箇所

●床などの仕上材や家具などに多摩産材を活⽤した「⽊育」を感じられる
 親しみ、⼼地よさを考慮したインテリア計画をおこないます。

1階︓カフェ1階︓カフェ1階︓カフェ

1階︓カフェ1階︓カフェ

①︓カフェカウンター
  甲板/腰板/脚︓表⾯材多摩産材スギ柾⽬圧密（指定⾊）
②︓カウンターチェア
  背・座︓表⾯材多摩産材スギ柾⽬圧密成形（指定⾊）
  脚︓スチール丸パイプ
  

①カフェカウンター（キッチン）

②カウンターチェア（ハイチェア）

③︓テーブル＋チェア（屋外テラス）
  甲板/棚︓多摩産材スギ柾⽬圧密（指定⾊）
  脚︓多摩産材スギ柾⽬圧密成形（指定⾊）
  チェアフレーム︓多摩産材スギ柾⽬圧密成形（指定⾊）

③テーブル

④テーブル

 チェア

 イージーチェア 1階︓カフェ、エントランスホール

1階︓カフェ、エントランスホール

④︓テーブル＋イ－ジーチェア
  甲板︓表⾯材多摩産材スギ柾⽬圧密（指定⾊）
  脚︓多摩産材スギ柾⽬圧密成形（指定⾊）
  チェアフレーム︓多摩産材スギ柾⽬圧密成形（指定⾊）

⑤︓地域産材フローリング
  表層化粧単板︓多摩産材スギ化粧材
⑥︓壁⾯化粧リブ
  多摩産材スギ（指定⾊）（要︓不燃処理加⼯）
⑦︓展⽰パネル
  化粧リブ︓多摩産材スギ（指定⾊）

⑧︓テーブル（配置イメージ）
  甲板︓多摩産材スギ柾⽬圧密（指定⾊）
  脚︓多摩産材スギ柾⽬圧密成形（指定⾊）
⑨︓スツール（配置イメージ）
  本体︓多摩産材スギ柾⽬圧密成形（指定⾊）

⑩︓コンシェルジュカウンター/1台
  リブ︓多摩産材スギ材（指定⾊）

1階︓エントランスホール

各階床⾯︓待合スペース、廊下、階段等

各階壁⾯︓エントランスホール等

⑤地域産材フローリング

⑥壁⾯化粧リブ

⑦展⽰パネル（化粧リブ）

屋外︓⽊かげテラス、３階テラス

屋外︓⽊かげテラス、３階テラス

1階︓エントランスホール

1階︓エントランスホール

1階︓エントランスホール

⑧テーブル

⑨スツール

⑩コンシェルジュカウンター

⑪︓待合カウンター/カウンター
  甲板/側板/腰板︓メラミン化粧板
  リブ︓多摩産材スギ形（指定⾊）

⑫︓待合カウンターパーティション
  本体︓多摩産材スギ柾⽬圧密（指定⾊）

⑬︓スタッキングチェア
  背︓表⾯材多摩産材スギ柾⽬圧密成形（指定⾊）
  脚︓スチール丸パイプ
  張地︓指定張地

⑭︓閲覧テーブル
  本体︓表⾯材多摩産材スギ柾⽬圧密（指定⾊）

⑮︓スタッキングチェア
  フレーム︓多摩産材スギ柾⽬圧密成型（指定⾊）
  張地  ︓指定張地

3階︓中⾼⽀援フリースペース

3階︓中⾼⽀援フリースペース

2階︓待合スペース

2階︓待合スペース

1階︓待合スペース

⑫待合カウンターパーティション

⑪待合カウンター/受付カウンター

⑬スタッキングチェア

⑭閲覧テーブル

1階︓待合スペース

2階︓待合スペース

1階︓待合スペース

2ヵ所【0.354ｍ3】

4ヵ所【0.034ｍ3】

5ヵ所【0.132m3】

20ヵ所【0.182m3】

5ヵ所【0.057ｍ3】

20ヵ所【0.099m3】

573㎡【0.860ｍ3】

【12.700ｍ3】

【0.500ｍ3】

1ヵ所【0.068ｍ3】

4ヵ所【0.089m3】

1ヵ所【0.029m3】

1式【0.168m3】

1式【0.146ｍ3】

3階︓⼦育てひろば（受付カウンター） 1式【0.050m3】

8ヵ所【0.300m3】

10ヵ所【0.435m3】

24ヵ所【0.192m3】

18ヵ所【0.143m3】

1式【0.339ｍ3】

5ヵ所【0.023ｍ3】

16.900m3

⑮スタッキングチェア

合計⽊材使⽤量（m3）

カフェ

機械室

多目的 W C

展示壁

子ども W C

E P S

P S

E V

P S

エントランスホール

カウンター
コンシェルジュ

風除室

U P

展示パネル

出入口

遊歩道

※共用部及び家具等における多摩産杉材を使用する箇所、使用量については、詳細設計にて変更となる場合があります。

※上記は主に施設利用者の目に触れ、木材利用をＰＲできるものを対象にしています。

木かげテラス

U P

D N

D N

3 5 , 7 5 0

▲

P S

移動間仕切壁

E V

W C

カウンター

リネン

ベビーカー

下足入れ

壁面掲示板

中高支援会議室

中高支援
フリースペース

事務室

玄関

飲食コーナー

子育てひろば

調乳
授乳室

ロッカー

S S W （ 9 人）

展示壁

展示壁

倉庫

相談援護係（ 1 7 人）

母子保健係（ 1 9 人）

移動間仕切壁

移動間仕切壁

ミーティング

ミーティング

スペース

スペース

ミーティングルーム
（地域活動室）
（ 3 6 人）

倉庫 書庫

調乳

待合スペース

地域支援係（ 5 人）
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⑤

①、②

①

④

③

⑤

⑥

⑦

⑧、⑨

⑩

⑪、⑬

⑫

⑤

⑭、⑮

⑪

⑥



項目 設置場所 説明

耐震性 全体 公共施設として要求される、耐震性能Ⅱ類を確保。

避難経路のパニックオープン 全体 避難経路となる部分の扉は、常時開放もしくはパニックオープンとする。

災害時活動スペース（非常時：災害対策室） ３階多目的室 ３階にフレキシブルに利用可能な多目的室を配置し、災害時にも利用できるスペースとする。

防災倉庫 ３階 災害に備えて、災害用備蓄品を保管できる倉庫を計画。

マンホールトイレ（2基） 外部 災害時対応として、汚物貯留槽を備えたマンホールトイレを２基計画。

太陽光発電パネル（パネル10kw　蓄電池10kwh） 屋上（塔屋）
太陽光発電パネルで発電した電力を常時蓄電して、停電時には３階の多目的室、子育てひろば、中高支援

フリースペース、中高支援会議室の照明25％、コンセント25％への電源供給が可能なように計画。

非常用発電設備（定格出力80kVA　燃料タンク950L（軽油）） 屋上（塔屋） 災害停電時の非常用電源として、72時間施設を継続利用できる発電設備を計画。

空調機の耐震対策 全体 地震時の落下対策を行い、事故を防止。

設備配管の耐震対策 全体 地震により配管が破損しないようにフレキシブル管等により対策。

多目的トイレ 全階 災害時に水が使えない場合は、水を利用しない簡易トイレのためのブースとして利用。

　３階多目的室は、平

時には、移動間仕切壁

により数室に分けて利

用。１室利用や２室一

体利用など、多様な使

い方ができる。

　

　大きな１室として

利用することで、災

害に向けての訓練や

地域の方を招いての

防災セミナーなどが

開催可能。

災害時の機能

福祉避難所としてフレキシブルに活用できる多目的室

（仮称）⼦ども包括⽀援センターは「すべての⼦どもの健やかな成⻑を切れ⽬なく⽀援する⼦ども・家庭・地域の⼦育て機能の総合⽀援
拠点」であり、３階の多⽬的室や各階の調乳授乳室、⼦どもトイレなどを整備することから、災害時にもこうした設備を⼗分に活⽤し、
災害時に⼤勢の⽅が避難する⼀般の避難所では避難が難しい乳児や妊産婦の⽅が避難できるよう、福祉避難所として必要な機能を整備し
ます。

災害時は、3階の多⽬的室を中⼼に福祉避難所としての機能
を発揮します。3 階の多⽬的室は、移動間仕切壁をすべて収納
することにより⼤きな⼀室となり、机や椅⼦、スクリーンや
プロジェクターなどを収納できる倉庫が隣接しているため、
素早く備品を収納し、福祉避難所としての受け⼊れ体制を整
えることが可能です。また、防災倉庫を隣接させ、福祉避難
所として効率的に運⽤ができるよう計画しています。
平常時は、⼦育てイベントや講演会の場として使うことは

もちろんのこと、災害時に向けての訓練スペースとしても活
⽤し防災意識の向上に役⽴てます。

防災へのアプローチ

福祉避難所として、災害時に備えた機能を施設に取り⼊れます。基本的な耐震構造はもちろんのこと、災害時において
も継続的に施設が利⽤できるよう必要な機能を選択して採⽤します。
また、地震時の避難経路確保のため、地震時の鍵の開錠機能や天井⾯の設備機器の耐震化などを採⽤します。

日野市の災害時避難場所（抜粋）

災害時使用イメージ － K-14

防災機能

避難施設として、3 ⽇間の⾃⽴可能な機能を持つよう設計します。⾮常⽤の発電設備は
もちろんのこと、太陽光発電パネルによる蓄電やかまどベンチ、マンホールトイレな
ど動⼒がダウンした場合でも機能する設備を備えた庁舎とします。

レイトルーホンマチンベどまか

太陽光発電パネルによる蓄電

株式
会社
TOK U O K A  S E K K E I  L T D .
　徳岡設計 建築計画（仮称）子ども包括支援センター設計業務委託　基本設計



環境配慮設備の導入 － K-12

環境配慮設備の導入

■LED 照明

公共施設に太陽光発電システムを導⼊することによって、⽇常の省電⼒化と併せて災害時の⾮常⽤電源と
して利⽤が可能です。 ただし、太陽光発電システムは⽇射のある時間でしか発電出来ませんので、⽇常的に
利⽤するためには太陽光発電システムと同時に蓄電池を導⼊しなければなりません。

蓄電池に常時蓄電させることにより、⽇中は太陽光発電システムで発電した電⼒を、夜間は蓄電池の電⼒
を利⽤するというように、太陽光発電が⾏われていない時間でも蓄電池によりある程度電⼒供給が可能です。

また、⼤規模な災害時の避難所として指定されている庁舎などの公共施設は、耐震性の確保はもちろんの
こと、防災についても⾼い性能を備えておかなければなりません。特に電気・ガス・⽔道といったインフラ
設備の供給に関して、電気の⾯では太陽光発電設備が有効となります。太陽光発電設備は、災害時の情報通
信機器や最低限の照明の電⼒として利⽤でき、省エネルギー、災害対策の２つの⾯で有効な設備と⾔えます。

■太陽光発電パネル

◇日常の省エネルギーだけでなく災害時にも活用できる自然エネルギー

電⼒の熱変換効率の⾼い LED 照明は、消費電⼒が従来の電球
式の約 70W に⽐べて、約 12W 程度と⼤幅に電⼒効率が改善さ
れています。庁舎など、執務⾯積が⼤きく常時点灯している照明
の多い施設では、今までの蛍光灯照明に⽐べ照明の電気代を⼤き
く削減できます。また、発熱も少なくなり、夏の空調効率におい
ても改善が期待できます。

◇消費電力の低減

LED 照明は、蛍光灯の約 4 倍、ハロゲンランプの約 13 倍、⽩熱電
球の約 40 倍という⻑寿命を備えています。そのため、執務空間で業
務の妨げとなる電球交換作業の⼿間を⼤幅に削減することができます。

電球交換の回数を減らせるということは、電球⾃体のコスト削減だ
けでなく交換の⼿間、業務の調整⼿間も削減でき、複合的なメリット
があります。

◇ランニングコストの低減

LED 照明は、従来の照明のように製造時に⽔銀、鉛、カドミウム
といった有害物質を使⽤していません。そのため廃棄もそれらの含有
を考慮せずに⾏え、有害物質の残留がなく環境負荷が⼩さく抑えられ
ます。また、少ない消費電⼒は CO2 削減につながるため、環境活動
の⼀環としても導⼊が望ましく、現在では標準化されつつあります。

◇環境配慮

省エネルギー政策など、⽇本のみならず世界で省エネルギー化の流れがあります。
太陽光発電システムは単なる発電システムとしてだけではなく、環境に関する啓蒙・教育の実教材として

も利⽤できるシステムです。
公共施設に太陽光発電システムを導⼊すること、⼦どもたちが興味を持てるような太陽光発電システムの

掲⽰を⾏うことで、環境活動がより⾝近なものになります。未来を担っている⼦どもたちの環境意識を⾼め
ることは、今後のエネルギー事情にも⼤きく影響することと思います。

さらに、施設利⽤者⼀⼈⼀⼈のエネルギー消費への意識を⾼めることによって、施設内のエネルギー使⽤
量の軽減に繋がるといった副次的効果も⾒込めます。

◇環境教育、啓発の実教材として

「Low-E 複層ガラス」は、その特性から⼤きく 2 つに種別されています。より冬場の断熱性を重視した「断
熱タイプ（⽇射取得型）」と夏場の遮熱性を重視した「遮熱タイプ（⽇射遮蔽型）」があます。

断熱タイプは断熱を重視するために室内側のガラスの表⾯にLow-E膜を配置します。適度に太陽熱をカッ
トするので、冬場の陽だまり感を得ることができます。

遮熱タイプは遮熱を重視するので、室外側のガラス表⾯に Low-E 膜を配置します。冬場の寒さ対策だけ
ではなく、夏場の遮熱対策にも効果的です。

本件は南東側に交流スペースを配置しているため、午前中の夏の熱負荷を低減するために遮熱タイプの
Low-E 複層ガラスを採⽤します。

■Low-E 複層ガラス（エコガラス）

室外側

Low-E 膜

断熱タイプ 遮熱タイプ

室内側 室外側 室内側

Low-E 膜

太陽光発電パネルによる発電 蓄電池に蓄電

電力は照明に利用し、余剰電力は蓄電します。

停電時は非常電源として利用します。

停電時は、３階の
多目的室、子育て
ひろば、中高支援
フリースペース、
中高支援会議室の
照明の 25％を点灯
できる計画としま
す。

太陽光パネルについて
は、容量 10kw を設置
します。

蓄電池は、10kwh
を設置します。

停電時は、３階の多
目的室、子育てひろ
ば、中高支援フリー
スペース、中高支援
会議室のコンセント
25％に電源供給が行
える計画とします。
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２階平面図 ３階平面図配置図兼１階平面図

凡例

建築物バリアフリー条例

移動等円滑化経路

視覚障害者
誘導用ブロック

　※ユニバーサルデザインサインとして、ピクトグラムを採用します。
　　また、表示や手すりには点字表示を行います。

男女のピクトで「男女共用」を示した例

■ピクトグラム（絵文字）について

　 直観的に情報を理解するのにピクトグラムは有効です。

■点字表示について

　 触読により現在自分のいる場所を把握したり、
　 行き先を知ることで安心して行動できます。

手すり点字表示の例

A

Ｎ

隣
地

境
界

線

隣地境界線

隣地境界線
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U P
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900

900

9
0
0

1000

900

900

1200

1200

かご内法
乗用13人乗り
幅　：1,600ｍｍ
奥行：1,350ｍｍ

大人用ベッドの設置

幅：1,200ｍｍ以上
踏面：260ｍｍ以上
蹴上：180ｍｍ以下

幅：1,200ｍｍ以上
踏面：260ｍｍ以上
蹴上：180ｍｍ以下

かご内法
乗用13人乗り
幅　：1,600ｍｍ
奥行：1,350ｍｍ

幅：1,200ｍｍ以上
踏面：260ｍｍ以上
蹴上：180ｍｍ以下

幅：1,200ｍｍ以上
踏面：260ｍｍ以上
蹴上：180ｍｍ以下

ベビーカー同士がすれ違うことが
可能な幅を確保

ベビーカー同士がすれ違うことが
可能な幅を確保

大人用ベッドの設置

かご内法
乗用13人乗り
幅　：1,600ｍｍ
奥行：1,350ｍｍ

ベビーチェアの設置 ベビーチェアの設置

幅：1,200ｍｍ以上
踏面：260ｍｍ以上
蹴上：180ｍｍ以下

幅：1,200ｍｍ以上
踏面：260ｍｍ以上
蹴上：180ｍｍ以下

実践女子大グラウンド

B M ± 0 市道 D - 3 0 号線（第 4 2 条第 1 項第 1 号道路）
幅員 6 ｍ

防災倉庫

移動間仕切壁

移動間仕切壁

移動間仕切壁

移動間仕切壁

P S

P S

多目的 W C

中高支援会議室

テラス

給湯室

女子 W C

S K

男子 W C

E P S

書庫

E V

多目的室

飲食コーナー

W C

P S

玄関

事務室

カウンター

リネン

ベビーカー

下足入れ

おむつ
替え室

子育てひろば

保育課（ 2 5 人）

風除室

倉庫

P S

P S

P S

ミーティングスペース 作業スペース

調乳

女子 W C

子ども W C

カフェ

書庫

（給湯室）

待合スペース

敷地面積： 1 , 3 0 0 ㎡
平均地盤面 B M + 1 3 0

多目的 W C

子育て課（ 3 4 人）

キッズコーナー

機械室
（給水加圧ポンプ）

E P S

実践女子大活動室

授乳室

男子 W C

エントランスホール

倉庫

E V

木かげテラス

マンホールトイレ

オイルタンク

下部一時留便槽

（ 9 8 0 k g 相当）

設置

駐車場

展示パネル

展示壁

移動間仕切壁

展示壁

展示壁

下足
入れ

災害用

下部

車椅子使用者用駐車区画

思いやり駐車区画

7

8

6

5

4

3

2

1

個別相談
ブース

駐車場

保育園
（平均地盤面 B M + 1 2 9 m m ）

▲ 出入口

コンシェルジュ
カウンター

施設案内板

駐輪場（ 1 1 台）

壁面掲示板

調乳
授乳室

ロッカー

中高支援
フリースペース

遊歩道

既存アスファルト舗装

■バリアフリー計画図 東京都「建築物バリアフリー条例」への適用に加え、利用者にとって使いやすい施設を目指します。

S S W （ 9 人）

職員休憩室　女

待合スペース

展示壁

展示壁

倉庫

相談援護係（ 1 7 人）

職員休憩室　男

多目的 W C

廊下

母子保健係（ 1 9 人）

テラス

給湯室

移動間仕切壁

移動間仕切壁

ミーティング

前室

前室

スペース

スペース

相談室１

相談室２

相談室３

相談室４

相談室５

女子 W C

地域支援係（ 5 人）

S K

P S

P S

P S

ミーティングルーム
（地域活動室）
（ 3 6 人）

男子 W C

子ども

子ども

トイレ

トイレ

倉庫

E P S

書庫

E V

職員更衣室　女

職員更衣室　男

調乳
授乳室

ミーティング
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点字表記

ベビーベッドの設置

ベビーベッドの設置

衝突防止表示（自動ドア）
上部音声点滅付誘導表示



■電気設備設計概要

【基本方針】 【設備項目】

.8備設電変受.1信発報情・設施難避の時害災や動活ンョシーケニュミコの士同民住て育子域地、くなはでてしと設施連関て育子は設施本 非常業務放送設備

ていつに込引力電）1（　と設施いすやい使つか適快し対に者用利、し慮考を目項の次はていおに画計備設気電。るいてっなと画計たえ備を 9.映像音響設備

なるよう、下記項目に配慮した計画を行う。 ばろひて育子）1（　式形びよお所場置設）2（　

（１）安全性の確保 　　　　：利用者が安全に生活できる計画 　（2）中高フリースペ－ス

備設電発　.2画計たし慮配に境環やーギルネエ省：　　　　減低の荷負境環）2（

備設知報災火動自.01機電発用常非）1（　画計な能可応対に害災然自のどな震地：　　　　化度高お力災防）3（

備設援支導誘.11備設池電蓄・電発光陽太）2（　画計るえ行に易容が新更び及スンナテンメ：　　　　化素簡の理管/守保）4（

備設ンホータンイ）1（　備設線幹.3画計を境環明照いなの障支に業作、し保確を度照な正適：　　　　間空務執な適快）5（

備設出呼レイト）2（　備設力動.4

5..電灯コンセント設備

【法的整備】 延床面積：2、264.14㎡ 備設ィテリュキセ.21明照）1（　

（１）　防火対象物の取り扱いについて 備設ラメカ犯防）1（　トンセンコ）2（　

備設錠気電）2（　備設)NAL（網信通報情内構・換交内構　.6）途用定特非（項51:　法防消・等所務事:法準基築建・

（2）　防災負荷設備について 備設備警械機）3（　ていつに込引信通)1(　

<建築基準法> 　（2）構内交換設備

備設災防.31備設ＮＡＬ）3（　合場いなれ取が05/1の積面床：×備設煙排・

器火消..41備設信受同共ビレテ.7置設に路経難避・室居で所場いなれ取が光採：△備設明照用常非・

・非常用進入口、赤色灯 × ：3階以上の階が存在しないため不要

要不めたいなえ超をｍ02がさ高：×備設雷避・

<消防法・東京都火災予防条例>

）るすと事工備設気電（置設めたのは上以㎡003床延：〇具器火消・

）除免りよに備設火消末粉式動移※（要必に用備設電変受上屋：×器火消型大・

要不為の上以㎡000,3床延：×備設栓火消内屋・

・スプリンクラー消火設備 × ：11Fi以上、31未城の階存在しないため不要

・水噴霧等消火設備 × ：屋上受変電、発電機置場に必要(移動式粉末消火設備により免除）

要不でのな下以㎡0009が積面計合のF2,1：×備設栓火消外屋・

・自動火災報知設備 〇 ：延床1,000㎡以上のため設置

・ガス漏れ火災警報設備 × ：”温泉採取施設等”に該当しないため不要

要不めたいなし在存井天び及床、壁のりい網鉄:：×報警災火電漏・

・消防機関へ通報する設備 〇 ：延床1、000㎡以上のため設置

）除免りよに置設報火自※(置設めたの上以人05員人容収定想：×報警常非・

）置設為い高が度要重もで下以人008(要必にきとの上以人008員人容収定想：〇備設送放常非・

（2,264.14㎡/3㎡/人=754.7人）

要不めたいなし在存が階の上以F3：×具器難避・

・誘導灯及び誘導標識 × ：有窓階のため不要

要不めたの満未㎡000,02積面地敷：×水用防消・

要不めたいなし在存が階地：×備設煙排・

要不めたいなし在存が階地：×備設水散結連・

要不めたいなし在存が階の上以F５：×管水送結連・

・非常コンセント設備 × ：11F以上の階が存在しないため不要

報火自…象対：〇源電常非・
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【設備概要】

1　.受変電設備 3．　幹線設備

（1）　電力引込について ・受変電設備より各階電灯分電盤及び機械室、ポンプ室等の動力制御盤へ電力供給用の幹線ケーブルを敷設。

・ 敷地内に構内1号柱を計画し、南西側道路の東京電力柱より架空にて高圧電力　(3Φ3Ｗ6.6ｋＶ　1回線）を引込む。 ・ケーブル　：エコケーブル採用(非常用発電機以降、防災負荷へのケーブルは耐火ケーブル）

・ 構内第一号柱に設けるＰＡＳを電力会社との責任分界点とする。 ・配線方式　：屋外及び屋内露出部　　…配管配線方式

・ 電気方式　　 ：6.6ｋV 3相3線式　1回線 　　　　　　　　　屋上受変電設備～ＥＰＳ内等　…ケーブルラック主体

・ 区分開閉器　　 ：ＰＡＳ（ＧＲ付）　7.2ｋＶ　300Ａ

4.　動力設備

（2）　設置場所及び形式 ・機械室、ポンプ室等に動力制御盤を設置し、各設備機器への二次側電源を供給するための配管配線を敷設。

置設を）器雷避（ＤＰＳてしと策対雷はに盤御制力動各・。む込見をトッネ鳥防、し置設を備設電変受の式ルクビーュキ型外屋に階上屋 ・ 。

・ 変圧器構成は下記とする。（油入型トップランナー方式） ・ﾎﾟﾝﾌﾟ、盤類、発電機等の故障警報、各種・槽の満減・警報等を1階事務室設置の警報表示盤にて表示するための

　　電灯用1Φ3Ｗ210-105Ｖ ：75kVA×3台 　警報配線を敷設。

動力用3Φ3Ｗ210Ｖ ：150kVA×2台

発電機用1Φ3W210-105V ：75kVA×1台(スコットトランス） 5.　電灯コンセント設備

・電灯分電盤から各室照明器具、スイッチ、コンセントに二次側電源を供給するための配管配線を敷設。

・各分電盤には雷対策としてＳＰＤ（避雷器）を設置。

2.　発電設備 (1)　照明

（1）非常用発電設備 ・照明器具　:全館ＬＥＤ器具（ＪＩＳの照度基準を基に、用途に応じた適切な設定とする）

御制ーサンセ感人：　　　レイト、室衣更：　式方御制・。るす画計を機電発用常非てしと源電の用兼の用安保、用災防に階上屋・

(周囲にメンテナンス用離隔1.0ｍ以上は必要） 各事務室等 　　　：明るさセンサー制御（窓際のみ）

【非常用発電機　想定仕様】 ・防災照明　：　誘導灯（電池内蔵型）　　：全館設置

(置設に分部路通：　）型蔵内池電(明照常非　型音騒低超Bｄ57度程　)zH05（AVｋ08：機電発ルゼーィデ圧低用兼安保・災防 避難上必要な個所に設置）

燃料小出槽　(軽油）：950L（少量危険物範囲内）

ﾎﾟﾝﾌﾟ搭載型給油ボックス　：館内EPS～燃料小出槽 (2)　コンセント

【非常用発電機　想定負荷】 ・各室用途に応じたコンセント計画とし、廊下、屋上及び外壁には保守用のコンセントを計画。

　（1）　防災用　　　：自動火災報知設備・非常放送アンプ ・未就学の園児のいるところでは、シャッター付コンセントを計画する。

ンコ部一りよ機電発・。％05明照は室議会援支高中、スーペスーリフ援支高中、ばろひて育子、室的目多の階3:　　　用安保　）2（　 セントに電源供給　(災害時容易に視認できるよう、一般コンセントと色で区別）

　　　　　　　コンセントの1/2,空調に供給する。

               1,2階の事務室は照明の1/2とOA電源に供給する。共用部は各階のトイレ全般及び

　　　　　　　そこに至る通路の照明、トイレへの給水のためのポンプ動力、エレベータ動力に供給する。 6.　構内交換・構内情報通信網（ＬＡＮ）設備

（2）太陽光発電・蓄電池設備 (1)　通信引込について

<太陽光発電設備> ・敷地南西道路の通信会社電柱より架空にて構内一号号柱を介して光及びメタルケーブルを引込めるように、

。るす画計を管配空のでま）盤子端主（ＦＤＭの置設に室務事階1　。るす画計を置装電発光陽太のWｋ01約量電発総、し用利を面根屋・

・自家消費のみとし、売電は行わない計画とする。 （地中埋設配管路　：　ＰＥ54×3条、土被り　600mm）

・発電容量：　約10ｋW ・1階事務室総合盤内設置のＭＤＦを通信会社との責任分界点とする。

・発電電圧：　1Φ3W210-105V（高圧連系）

備設換交内構　)2(）別区で色とトンセンコ般一（トンセンコ転運立自、ータニモ化るえ見、置装集収ターデ、ンコワパ:　器機属付・

・端子盤以降、各室必要箇所への配管・配線、取出口用アウトレットボックスを計画（電話機本体は別途）

<蓄電池設備> ・1階事務室総合盤内にＰＢＸ（電話交換機）設置スペースを計画。

・蓄電容量約10ｋWhの蓄電池設備を計画し、平常時はピークシフトによる節電を図る計画とし、災害時は３階の多目的室 ・電話交換機用の接地を単独で計画する。

　子育てひろば、中高支援フリースペース、中高支援会議室の照明の２５%,コンセント25％に供給する。

・蓄電容量　：　10ｋWh

・付属機器：　バックアップ用分電盤　(接続するコンセントは一般コンセントと色で区別）
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(3)　ＬＡＮ設備 12.　セキュリティ設備

備設ラメカ犯防　）１（。画計をスクッボトッレトウア用口出取び及線配管配の用ＮＡＬ線有のでま所箇要必室各、降以盤子端・

トッネ用視監犯防　：　器機・。画計をスクッボ・管配空の用）トンイポスセクア（ＰＡ、にうよるきで用利がｉＦ-ｉＷ、てに部一内館・ ワークカメラ、主装置　モニター

・館内各所　（諸元表参照）ﾃﾞｼﾞﾀﾙ 駐、内ごかＶＬＥ、ルーホＶＬＥ階各　：　所場置設・。画計をスクッボ・管配空の用ジーネイサ 車場、建物外周部、管理運営上必要な個所。

・機器類　：　Ｗｉ-Ｆｉ他の主装置　（1階事務室総合盤内ｽﾍﾟｰｽのみ） ・主装置　（記録装置含む）、モニターは1階事務室に設置する計画。

7.　テレビ共同受信設備 （2）　電気錠設備

ま錠気電の扉各、降以盤御制錠気電・。画計をスクッボトッレトウア用口出取び及線配管配のでま所箇要必室各降以盤、盤子端～ナテンア・ での空配管を行う。（電気錠本体及び制御盤は建築工事）

・ＣＡＴＶ引込用の空配管を計画　（ＪＣＯＭ　日野サービスエリア）

備設備警械機　）3（）置設階上屋（　ＭＡ／ＭＦ／011ＳＣ／ＳＢ、ＦＨＵ：　ナテンア・

・空配管及びボックスを計画し、将来の機械警備機器の設置に対応する。(機器・配線は別途工事）

8.　非常放送設備 ・機器類　：　主装置、管理用ＰＣ　（1階事務室総合盤内ｽﾍﾟｰｽのみ）

・一般放送及び非常時の避難誘導を目的とした、非常業務兼用の放送設備を計画する。

・非常業務兼用放送アンプ　：　1階事務室総合盤内に設置。

・非常業務兼用スピーカー　：　消防法に準拠し各室に設置。

13.　防災設備

・防災無線用アンテナから機器までの空配管を見込む。

9.　映像音響設備 ・機器類　：　防災無線　（1階事務室内設置）

（1）中高支援フリースペース

・移動式放送アンプ　：　室内隅に常設　（非常時の放送遮断機能：カットリレーを見込む）（将来用）

・周辺機器（各室）　：天吊りプロジェクター、スクリーン、ワイヤレスマイク等を計画する。（将来用） 14.消火器設備

・上記の機器用の空配管・ボックスを本工事とする。 ・消防法に準じて消火器を各階に設置を行う。

10.　自動火災報知設備

・消防法に基づき全館に設置する計画。

・受信機　：　Ｐ型１級受信機　（1階事務室総合盤内設置）

・感知器等　：　各種感知器、各種防排煙機器、消火器　（必要箇所に設置）

・パニックオープン（非常時解錠）：消防指導による。1階事務室内の受信機に至る扉が対象。

11.　誘導支援設備

(1）インターホン設備

・通話方式　：　親子式

・機器　：　インターホン親機　　…　1階事務室

　　　　インターホン子機　　…　諸元表参照

(2）　トイレ呼出設備

・機器　：　確認灯付呼出ボタン、ブザー付呼出表示灯　（各階多目的便所）

・呼出先　：　1階事務室総合盤内表示盤
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■　機械設備計画

衛生設備計画

1　給水設備 5　ガス設備

（1）概要 （1）概要

りよ管本スガ市都の道公　　　式方込引・りよ管本水給の側南は又側北。いな居てれさ設布が管主道水はに道公前地敷画計の路道面前側西・ 　分岐・引込をして供給を受ける。

ＨＩは等ンチッキの部用共。るす用利に体主を用房厨、用湯給・）。るよにせ合打と局道水後今　は画計込引（。るす入導に地敷み込き引　 等も検討する。

　引込後は、増圧給水ポンプにより直接各所に給水する。 　床暖房の熱源としても　検討する。

（2）設備基準 （2）設備基準

・引込方法 　　道路からの区分弁より　直接引込み方式 ・給湯用 　　屋上のガス湯沸機ユニットに供給。　　（厨房の給湯に供給。）

・送水方式 　　増圧ポンプユニットにより各所に送水する。 ・燃焼機器 　　ガスレンジ等　ガス器具へ供給。

　　末端圧制御方式とする。 ・床暖房 　　温水式とし、熱源のガス式湯沸機へ供給。

・その他 　　非常用給水については、災害用給水栓設置等今後検討する。

6　消火設備

2　給湯設備 （1）概要

（1）概要 ・消防法の建物用途：15項（1～14の前各項以外）、規模：2,131.82ｍ2では消火器以外特に消火設備を要しない。

。いなし要を備設火消に特、外以器火消　。るす置設を等器水温気電、機沸湯別個てじ応に要必等房厨、に本基を式方湯給別個 ・

（2）設備基準

準基備設）2（。るけ受を給供てしをみ込き引、岐分、りよ管主設埋の道公　　式方み込引・

火消　に置位る来出ーバカを所各　　器火消・　し置設を機沸湯スガ型トッニユに上屋、はへ等ーナーコ食飲、室乳授、室各　　式形備設・ 器を設置する。

　　負荷に応じて給湯出来る方式とする。

　　給湯室は、ガス台とコンセント、オストメートは電気温水器付　

　　その他、局所的には電気温水器の設置も計画する。 7　厨房設備 　

（1）概要

・１階　カフエでは調理を行うものとする。

3　排水設備 厨房用排水は　グリストラップを介して排水する。

（1）概要 厨房機器等は　（ガスコンロｘ4口、2槽シンク、手洗い・自動水栓等）を想定する。

。るすとンチッキニミはし流の等乳調、しか沸湯の階各　。るす水排に水下共公は水汚　。るす画計てしと式流合　は水排雑・水汚・

準基備設）2（。る図を水排な滑円し用使宜適を等気通長伸、式プール、は管配気通　

　雨水は、日野市の設置基準に従って浸透施設を設置する。 ・給水・給湯設備 単独系統で　計量が可能な供給方式とする。

　雨水浸透槽、浸透トレンチ、浸透桝等を設置し対応する。 ・水栓等器具設備 使い易く、安全な器具・水栓等を　計画する。

フ気排、気排、気給、るす対に焼燃スガ備設他のそ・。るす画計をレイトルーホンマに外屋、為の時常非・ ード等を整備する。

　施設規模から、マンホールトイレｘ2基を設置する。

（2）設備基準

・配管方式　 　　配管は耐火二層管を基本とし、適宜塩化ビニル管、ライニング鋼管を使用する。

・配管処置　 　　配管は必要に応じ断熱、区画貫通処置、耐震固定等を行う。

4　衛生器具設備

（1）概要

・施設利用者には、使い易く安全な物を、管理者には清潔を保ち、メンテナンスが容易な　

　器具の選定、配置、数を計画する。

（2）設備基準

・器具選定　 　　特に水栓は、自動水栓を基本とし使用用途に応じて手動水栓等を適切に選定配置する。

　　火傷防止、水はね防止、閉め忘れ防止等にも注意し選定、計画する。

　　共用部の器具は、管理者が取り扱い易い・効率の良い器具・機器とする。
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■　機械設備計画

空調・換気設備計画

1　空調設備 2　床暖房設備

（1）概要 （1）概要

と力電、はに源熱の房暖床・。るいてっ渉に岐多が等途用・格性の室用利、スーペス動活、く多が）室在が人数複（室な様多が格性の物建・ ガスに大別される。　

るす用使てしに熱接直をーギルネエ気電はで式力電　　い安も費転運、く無要必が等格資な別特に転運く良が手勝い使、はに応対のられこ　 ので効率が悪く、電気代が高い。補助的な利用で有れば使い易い。

く安がトスコ源熱、は式方ルネパ水温スガ　。るえ考と適最がのるす置配に効有を型別個、型チルマ、で式方調空型プンポトーヒ源熱気空　 安全で有る。

階３、ーナーコズッキ・階１　ｈ/3ｍ03はれ入取気外し入導をえ考の菌除、気換、に考参も値奨推の省交国 し対に策対症染感の今昨　 ・子育て広場に設置するため、各種方式を比較したうえでバランスのよいガス熱源温水パネル方式を採用する。

　換気回数は3回/ｈを目標に計画する。室内機にはストリーマー方式等を導入し、除菌、除塵に努める。　

（2）設備基準

（2）設備基準 ・設置方式　 温水パネル型床暖房ユニットの上に、床仕上げ材を設置する。

すと分区な能可が御制度温　で所各、式プンポトーヒＥスガ源熱気空、式プンポトーヒ気電源熱気空、はてい付に式方源熱の調空式方源熱・ る。

灯油熱源吸収式冷温水機、等がＣＯ2抑制、運転の容易さ等で一般的である。

最近では、冷媒の開発によるＣＰＯの向上（電力費の軽減）、

制御技術の向上で最適運転の自動化による快適性の向上等により　 3　換気設備

要概）1（。るいてっ持を性位優が式方調空型プンポトーヒ源熱気空

２、減低の荷負調空、気換用気排のれ汚気空、れ入り取気空鮮新・。るす択選し討検を等策対音騒や件条給供の域地、はかスガか気電が力動 ４時間換気等のほか　

。るす画計を備設気換のめたの持維境環　。るすと式方な能可が転運室各、しと式方ＰＨＥ型ルマルビ力電、はで画計本

※　昨今のコロナ事情も配慮し　換気環境は検討する。

・空調系統 　　居室　：　ビルマル型　及び　個別型　エアコンによる　各室運転可能な方式とする。

準基備設）2（。るすと式方な能可転運室各　るよにンコアエ　型別個　び及　型ルマルビ　：部用共　　

よにグンニーゾ、れ入り取気空鮮新のめたの持維境環　　式方置設・。るよにンコアエ型ルマルビ　：室るす用使でンプーオが等者用利　　 る換気、局所換気を併用し、バランス良く

。るす置設を備設気換　。るすと能可転運型別個もで統系ルマルビ、は室諸の員職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

たっ持を能機湿加に機換交熱全、し慮考をネエ省　。るすと式方な能可転運室各るよにンコアエ　型別個　び及　型ルマルビ　：部理管　　 機器の設置を計画する。

　　その他：　各所の条件に従い設置する。 　24時間換気も通常換気とのバランスを配慮し、熱ロスに成らないよう計画する。

う行を画計気換・気排等気蒸水、気空れ汚、気臭、熱、等庫ンネリ、レイト、室用使気火　備設気排・照参　較比合総ムテスシ調空　紙別○ 。

・空調設定条件 ・給気設備 　フィルター、熱交換、加湿等に配慮する。

　設計用　屋外・室内条件 （東京　相当）

4　排煙設備

要概）1（度湿対相度温度湿対相度温

℃ ％ ℃ ％ ・基本的には、自然排煙、告示対応で計画する。

目標値

夏季 333.2 60.9 26 50 （2）設備基準

・自然排煙　 　　窓や排煙口により、非常時は手動で排煙開口を確保する。

。るすと室いなし要を煙排械機で等限制装内、画区積面　　　応対示告・値標目

冬季 22.1 33.6 22 40

5　自動制御設備

要概）1（　でのるいてれさ成構で管配媒冷、はンコアエ別個、式方ルマルビ備設管配調空・

階執務スペースの１　。るす置設を等ンコモリ中集のーカーメ器機調空に為のさ易容の理管転運の備設調空・。るす工施様い無が等露結、れ漏スガ 電気盤部に設置。

室内機からのドレン配管も施工する。

（2）設備基準

リ中集は機内室各、かほのンコモリ別個　　　機調空・は所場な当適が型トクダがるすと本基を型トッセカ井天、は機内室備設トクダ調空・ モコンより発停、スケジュール管理が

。るすと容内る来出　　。るす置設を口み込い吸、口し出き吹、し画計をトクダ

・換気機器　 　　基本的には、各所発停であるが空調と連動するものは集中リモコンまたは

　　　電気設備の管理設備で対応する。

　　　その他、警報、動力換気、動力機器・ポンプ等は電気設備の管理設備で対応する。

外気条件 室内条件（一般室）
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１．建築工事

202１年 202２年

■工事工程表
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概算工事費

概算工事費 － O-02

建築⼯事 （円） 給排⽔衛⽣設備⼯事 （円）
直接⼯事費 直接仮設 17,659,000 直接⼯事費 直接仮設 7,063,500

⼟⼯・地業 ⼟⼯ 14,127,000 給排⽔衛⽣設備⼯事 58,628,000
地業 26,135,000 給排⽔衛⽣設備⼯事（その他） マンホールトイレ2か所 706,000

躯体⼯事 基礎躯体 42,381,000 災害⽤トイレ貯留槽 2,119,000
上部躯体 91,827,000 床暖房 3,531,000

外部仕上 屋根 15,539,000 直接⼯事費計 72,047,500
外壁 11,301,000 共通費 共通仮設費 2,888,500
外部開⼝部 26,841,000 現場管理費 10,234,000
外部天井 1,059,000 ⼀般管理費 10,430,000
外部雑 28,254,000 共通費計 23,552,500

内部仕上 内部床 25,429,000 消費税 10% 9,560,000
内部壁 26,841,000 ⼯事費計 105,160,000
内部開⼝部 14,833,000
内部天井 6,357,000 空調設備⼯事 （円）

内部雑（什器別途） 8,476,000 直接⼯事費 直接仮設 7,063,500

移動間仕切壁⼯事 4,238,000 空調設備⼯事 39,556,000

外構⼯事 舗装、⾬⽔排⽔、植栽 11,301,000 直接⼯事費計 46,619,500

かまどベンチ 706,000 共通費 共通仮設費 1,971,500

昇降機設備 14,127,000 現場管理費 7,589,500

直接⼯事費計 387,431,000 ⼀般管理費 7,190,000

共通費 共通仮設費 20,958,000 共通費計 16,751,000

現場管理費 29,511,000 消費税 10% 6,337,000

⼀般管理費 48,500,000 ⼯事費計 69,707,000

共通費計 98,969,000
消費税 10% 48,640,000

太陽光発電設備⼯事 （円）

⼯事費計 535,040,000
直接⼯事費 太陽光発電システム 8,476,000

蓄電池 4,238,000

電気設備⼯事費 （円）
直接⼯事費計 12,714,000

直接⼯事費 直接仮設 14,127,000
共通費 共通仮設費 786,000

電気設備⼯事 59,334,000
現場管理費 3,975,000

⾮常⽤発電設備 26,841,000
⼀般管理費 2,609,000

直接仮設⼯事費計 100,302,000
共通費計 7,370,000

共通費 共通仮設費 3,731,000
消費税 10% 2,008,400

現場管理費 14,907,000
⼯事費計 22,092,400

⼀般管理費 14,450,000
共通費計 33,088,000
消費税 10% 13,339,000

（円）

⼯事費計 146,729,000

総⼯事費（税込み） 878,728,400

 特定財源については、⼦育てひろば事業、保育コンシェルジュ事業、産後ケア事業、⼦ども家庭⽀援センター
事業等のための施設整備として、国の補助⾦の次世代育成⽀援対策施設整備交付⾦（ハード交付⾦）を、⼦育
てひろば事業のための施設整備として、都の⼦供家庭⽀援区市町村包括補助⾦をそれぞれ獲得するために、関
係機関と協議を進めております。
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